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市民一人あたりの予算 35万6,632円の使い道

国民健康保険 63 億 1,200 万円
後期高齢者医療 4億 8,400 万円
介護保険 36 億    300 万円
楠木及び天野揚水場管理 1,520 万円
簡易水道等事業 6,760 万円
下水道事業 16 億 8,800 万円

■特別会計■   １２１億６，９８０万円

■一般会計■

■上水道事業会計■１０億１，６００万円

基　金　名 平成 26年度末
残高見込額

一
般
会
計

財政調整基金 24 億 5,562 万円
減債基金 11 億    111 万円
土地取得基金 1億 3,027 万円
福祉対策基金 7,816 万円
教育振興基金 4,122 万円
ふるさと水と土基金 2,596 万円
温泉保護対策基金 9,168 万円
収入印紙等購入基金 600 万円
緊急地震対策基金 1億　143 万円
廃棄物処理施設地域
振興基金

1,001 万円

特
別
会
計

国民健康保険
保険給付等支払準備基金 1億　118 万円

国民健康保険
高額医療費資金貸付基金 900 万円

介護給付費準備基金 1億 8,588 万円
楠木・天野揚水場
管理基金 3,500 万円

合　　計 43 億 7,252 万円

■基金の状況■

問 財務課
☎ 055-948-1414

■特別会計ほか予算額■

■市債の状況■

会　計　名 平成 26年度末
残高見込額

一般会計 189億 1,608 万円
簡易水道等事業特別会計 1億 5,137 万円
下水道事業特別会計 47 億 8,979 万円
上水道事業会計 10 億　692 万円

合　　計 248億 6,416 万円

※ 平成26年 3月1日現在の住民基本台帳人口（50,046 人）で算出
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安心と未来づくりのスタート予算

133,614 円 47,520 円 37,559 円 35,788 円 32,409 円 29,839 円 18,525 円 10,094 円 6,349 円 3,138 円 1,797 円

歳　出
1 年間に使うお金

歳出
178 億

商工費 5億518万円
2.8％

農林業費 3億1,772 万円
1.8％

議会費 1億5,707 万円 0.9％

その他 8,993 万円 0.5％消防費 9億2,708 万円
　　　　　　　5.2％

歳　入
1 年間に入るお金

自
主

財

源

48.2％

県支出金
10億1,843 万円 5.7％
地方消費税交付金
5億4,600万円 3.0％
地方譲与税
1億7,700万円 1.0％

ゴルフ場利用税交付金
1億900万円 0.6％
自動車取得税交付金
3,800万円 0.2％

分担金及び負担金
5億1,412 万円 2.9％

使用料及び手数料
2億2,666 万円 1.3％

繰越金 5億円 2.8％

諸収入 1億5,744 万円 0.9％
財産収入 1億 96 万円 0.6％

存

源

依

財

51.8％

市税
66億473 万円
37.0％

繰入金 4億9,109 万円 2.7％

地方交付税
32億8000 万円
18.4％

国庫支出金
23億8,897万円
13.4％

市債
16億1,660 万円
9.0％

地方特例交付金
2,800万円 0.2％

　平成 26 年 3 月 19 日の市議会 3月定例会に
おいて、平成 26 年度伊豆の国市当初予算が議
決されました。
　平成 26 年度の一般会計予算額は 178 億 4
千 8 百万円で、前年度から 2千 2 百万円の減
額となりました。
　新年度は、これまでにも増して、市民の安全、
安心を確保するための防災対策や、次代を担
う子どもたちのための教育、子育て世代への
支援、あるいは伊豆の国市の魅力のさらなる
向上に向けた韮山反射炉の世界遺産登録への
取り組みなどに重点的に配分し、市制施行 10
周年を迎える伊豆の国市が、次の新しい 10 年
に向けて一層の発展をするための礎となるよ
う、施策を推進していきます。

その他 5,100 万円 0.3％

※このうち 50 ～ 60％は今後、普通交付税として
　算入される見込みです。

平成 26年度当初予算概要

＊ 一般会計とは、地方公共団体の中心となる会計で、行政運
営の基本的な経費を網羅しています。

178億4千8百万円


